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　1．‘ましカくき

　今から40～50年前，1950年代，世界の気象界は数値

予報の揺藍期にあった．我国もその成果の導入に懸命

であった．1955年，私が大学を卒業した春，日本気象

学会総会が大阪で開催され，ひき続いて数値計算法（図

式計算法）の講演と実習を含む数値予報講習会が数値

予報グループのメンバーの指導のもとに行われた．気

象庁が他省庁にさきがけて電子計算機IBM704を導入

したのも1959年のことである．また，1960年，世界の

著名な気象学者50～60名を迎えて東京で開催された数

値予報国際シンポジウムは我国気象界にその後も長く

大きな影響を与えた．

　戦後の荒廃した国土にたび重なる水害，一吹き1000

人といわれたように台風が本土に上陸或は接近するた

びに1000人を超える多数の死傷者がでた．それに追い

打ちをかけるように1957年7月の梅雨末期に諌早豪雨

が起こり，1000人近い人命を奪う未曽有の大災害をも

たらした．1100mmを超える日雨量は日本の平地にお

ける最高記録でもあった．当時，大学院生であった私

は「豪雨の数値予報」を夢見て当時未だ手つかずの「対

流」の研究に頭を突っ込んでしまった．それは数千km

の水平規模をもつ偏西風波動・温帯低気圧など大規模

運動を対象とした当時の数値予報からみればまさに

「ノイズ」の研究であり，「闇夜に鉄砲」のような見通

しの定かでないまま泥沼に足を踏み入れてしまった．

　当時の気象研究所には，鼻たれ小僧の一人や二人が

少々見当違いをやろうとしても大目に見てくれる懐の

深さがあったのかもしれないが，私の在職中
（1959～67）の荒川秀俊，高橋浩一郎両予報研究部長（と

＊科学技術振興事業団．

一1999年5月28日受領一

一1999年8月12日受理一

もに故人），松本誠一第一研究室長初め予報研究部の

方々の温かい御指導・御支援をいただいた．たまたま

36．6豪雨（昭和36（1961）年6月梅雨前線豪雨），38．1

豪雪（昭和38年1月北陸豪雪）など，近来稀にみる豪

雨・豪雪につぎつぎと見舞われ，気象研究所としても

これらの課題に取り組むこととなり，研究環境にも光

が射し始めた．台風に伴う豪雨災害と区別して集中豪

雨災害が語られるようになったのもこの頃からであ

る．そして，北陸豪雪特別研究が気象研究所の5年計

画事業として始まったのは1963年であった．特別観測

地域・期間の設定が比較的容易な寒候期の日本海側豪

雪から始めて，暖候期の集中豪雨へと研究対象を展開

していったことは研究戦略の観点からも適切だったと

思っている．

　1980年代中頃から，国際気象学大気物理学協会

（IAMAP，現在IAMAS）は世界気象機関（WMO）と

共同で集中豪雨雪などのsevere　stomを含む中規模

気象について国際研究集会を開催するようになった．

我国でいえば気象学会と気象庁が共催することにあた

る．中規模気象の観測，理論，数値シミュレーシ白ン

等による基礎的研究と予報業務に直結した観測資料の

準実時間解析，レーダーや衛星観測資料のとり込み，

同化法，高分解能数値予報モデル開発等の実用的研究

とが互いにかみ合うようになり，各国ともその成果を

日常の予報業務にとり入れつつあることがその背景と

なっている．

　今や気象学は高・低気圧などの大規模な大気運動の

みならず，中・小規模現象も，またもう一方の謎であっ

た地球規模の気候変動も科学的に定量的に取り扱える

手応えが得られるようになってきた．途中に紆余曲折

はあっても科学の世界は少し長い目でみれば着実に進

歩して行くものである．

◎1999　日本気象学会

1999年10月 3
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第1図（a）

（b）

　　　（a）　　　　　　　　　（b）
鉛直シアーのある風系における積雲対流．一般風に平行な鉛直面内の二次元積雲対流の数値実験に

より得られた対流成分のパターン（流線を矢印付き実線，等温線を破線で表す）とエネルギー変換．

K，κ〆はそれぞれ一般流，対流の運動エネルギー，Pは位置エネルギー，T’パ，飽〃’は対流による

それぞれ熱，運動量の鉛直輸送（正は上向き輸送）を示す．（Asai，1964）

水平シアーのある偏西風帯における大規模擾乱．トラフ・リッジ軸の傾斜する流れと擾乱成分の流
線パターンを表す模型図．ジェット軸の北側でu’v’＜0，南側でu’v’＞0となり，ジェットを強化す

る向きに運動量が水平輸送される．（Starr，1968）

　2．積雲対流の力学

　2．1　シアー流中の対流

　鉛直シアーのある風系における積雲対流の時間的変

化を調べた数値実験の結果を，1963年カリフォルニア

大学バークレイ校で開催された国際測地学地球物理学

連合（IUGG）第13回総会で発表した．その論文（1964）

の主旨は「鉛直シアーのある流れに平行な鉛直面内の

対流はその軸が高さと共に風下へ傾き，水平運動量の

鉛直輸送がシアーを増大する向きに行われ，その結果，

対流の運動エネルギーは一般流のそれに変換される．

また，上昇気流域と高温域，下降気流域と低温域の中

心軸の傾きにそれぞれ不一致が生じ，これは熱の上向

き輸送の能率を低下させ，位置エネルギーから対流運

動エネルギーへの転換を減じさせる．これらはともに

対流の発達を抑制する傾向に働くので，鉛直シアーは

対流を発達させにくくする」ということである（第1

図（a））．コンビーナーのLilly（NCAR）は私の論文

に大変興味を示したが，結果には納得し難い点がある

という．この結果は一般流に平行な鉛直面内の対流と

いう制約に起因しているのではないかという懸念であ

る．対流の三次元性を重視しなければならないという

ことをやんわりと言われた．うかつにも当時全く思い及

ばなかったことで，私にとって「目からうろこが落ち

る」コメントであった．もちろん私も2次元モデルの

制約は意識していたが，現象の物理の本質を損なうこ

とより計算機の性能と使用上の制約に気をとられてい

た．

　1963年暮，中国学術代表団が来日した．代表団の一

人が中国科学院地球物理学研究所気象研究室（現在の

大気物理学研究所）の顧震潮であった．日本気象学会

の歓迎講演会で彼は「中国における雲物理学の現状」

を紹介した．素晴らしい内容の講演で，対流の力学と

雲の微物理学を統合した積雲力学の分野を開拓しつつ

あることを知った．その後，私と同じ分野の研究をし

ている巣紀平らの対流研究グループとの論文交換が始

まり，シアー流中の積雲対流についての数値実験を実

施しつつあることに気付いたので，その内容について

もっとよく知りたいと思っていたところ，間もなく，

文化大革命の嵐のため交流は中断された．1982年日本

気象学会創立百年記念式典に葉篤正中国気象学会長を

お招きした折に，気象学界の日中交流について協議し，

研究集会を日中共同主催で開くことが合意された．

1985年その第1回として東大海洋研究所で「東アジァ

のモンスーン」に関する研究集会を開き，その後2年

4 “天気”46．10．
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第2図

　　（a）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（b）

鉛直シアー流中のロール状対流
（a）直交（transverse）モード，（b）平行（10ngtitudinal）モードそれぞれの模式的流線パター

ンとエネルギー変換．K，K’はそれぞれ一般流，対流の運動エネルギー，Pは位置エネルギー

を表す．（Asai，1970a）

毎に日本と中国で交互に主としてアジアモンスーンに

関する国際研究集会が開かれ，今日に至っている．

　話を戻して，1950年代，戦中・戦後に蓄積された莫

大な気象観測資料を用いて，大気大循環の実態とその

維持機構に関する調査研究がUCLA，MIT，シカゴ大

学等の各グループにより活発に行われ，今日我々が描

いている大気大循環像の基礎が築かれた．そのなかで，

偏西風帯における大規模擾乱による東西運動量の南北

輸送が論じられ，comter－gradient　transferにより

ジェット気流が強化されることが示された（第1図

（b））．MITグループの旗頭の一人Starr（1966）がそ

れらの成果をふまえて「負の渦粘性」という概念を導

入し，さらにより一般化して“Physics　of　Negative

Viscosity　Phenomena”という興味深い著書を出版し

た（Starr，1968）．

　1961年6月末の1週間，日本各地に記録的な豪雨を

もたらしたいわゆる36．6豪雨はその全体の継続時間の

長さにおいて，地域的拡りにおいて稀有のものであっ

たが，その解析的研究（1962）を通して見出された最

も顕著な事実は南寄りの強い下層ジェットの存在で

あった．古くから湿舌としても知られていたが，豪雨

との因果関係を含め，その成因は未だ解明されていな
い
．
当
時 ，私は横のものを縦にするように偏西風帯の

大規模擾乱を鉛直シアー流中の対流に，偏西風ジェッ

トを下層ジェットに置き換えて考えられないか？　と

いう浅はかな想像をしていた．

　大規模擾乱は準水平2次元運動であるが，対流は本

質的に3次元運動である．シアー流中における対流は

熱の輸送のみならず運動量輸送をも伴い，それは対流

の構造と不可分となるので3次元的に扱わねばならな

い
． しかしながら，当時，計算機利用のきびしい制約

のため，実行はできなかった．このことを念頭におい

て，種々の鉛直シアー流における熱対流を線型理論の

数値解法を用いて考察し，ロール状対流形成に果すシ

アー流の役割を明らかにした（1970）．すなわち，鉛直

シアーの対流の発達に対する抑制効果は直交型

（transverse）ロールに対して顕著であり，平行型（10n－

gitudina1）ロールではその影響を受けにくい．した

1999年10月 5
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がって，平行型ロールが卓越しやすく，その平行型ロー

ルの対流は一般流の鉛直シアーを弱める向きに運動量

を輸送する（第2図）．さらに鉛直シアー流中で発現す

るロール状対流はそのロール軸はシアーベクトルに平

行であること，直交モードは静力学的不安定ではなく，

シアー不安定に起因して発現することなど，大気中に

発現する種々の縞状雲パターンを力学的安定性の観点

から調べ，より一般化して整理した（1970，1971，1972，

1973）．

　雲と降水過程についての微視的な雲物理学と対流の

巨視的な力学を統合して新しく生まれた「雲力学」は

1970年代に入って発展し，今日では対流雲の理論数値

モデルは現実の観測結果と定量的に対比し得るレベル

に達しつつある．

　2．2熱帯における対流雲と卓越モード

　「熱帯を訪れる人にとって最も印象的な光景は，昼は

青空にくっきりと浮かび夜は月光に映える積雲であ

る．（中略）積雲は大気という王国の美の女王である．」

という熱帯気象学者Riehlの名著“Tropical　Meteo－

rology”（1954）の流麗な文章で始まる一節は今日なお

まざまざと脳裏に焼き付いている．気象衛星というす

ぐれた観測手段が利用し得るようになった1960年代以

降，一望のもとに収めることのできる美しい渦巻の台

風や雲の密集する熱帯収束帯と共に，種々の形状と分

布を示す積雲は依然として熱帯地方で演ぜられる大気

運動劇の主役の地位を失っていない．

　1966年夏，米国大気科学研究センター（NCAR）滞

在中，米国気象局のHubertから数葉の写真をいただ

いた．それは1966年8月22日有人衛星Gemini5号の

宇宙航空士が高度160kmから日中フロリダ半島に

沿って南方を望んで撮影したばかりの真新しいもので

あった．半島上一面に白ゴマをまき散らしたように積

雲が密集している．海岸線に沿って内陸部は曇り，海

寄りでは快晴となっており，前者は上昇気流域，後者

は下降気流域と推測される．すなわち海上の空気が陸

上へ進むにつれて下から加熱され積雲が海岸線からや

や内陸寄りに形成されている．半島内陸部にある湖の

まわりでもちょうど海岸における海風と同じような湖

風が形成されているらしい．「百聞は一見に如かず」と，

その後，これらの衛星写真は積雲対流や海陸風の解説

にしばしば利用させてもらった．1963年北陸沿岸沖の

日本海上での雲の航空写真観測資料を用いて積雲のサ

イズや分布密度を調べ，ベナール・レイリー型対流細

胞のそれとよく対応していることを示した（1964）当

時の苦労を思いだした．Plank（1969）はフロリダ半島

上で1957年夏の雲の航空写真観測を行い，積雲のサイ

ズや分布密度，それらの日変化について統計解析をし

ている．その後，高解像度の衛星雲写真を利用しなかっ

たのは何故だろうか？

　海から補給された水蒸気は貿易風帯の湿潤層に貯え

られた後，貿易風によって赤道低圧帯へ送り込まれ，

そこで収束した湿潤な空気は上昇して，水蒸気の凝結

に伴い潜熱を解放し，その一部は放射冷却を償い残り

は高緯度へ送り出される．熱帯収束帯はHadley　cel1

の赤道側上昇気流域に対応している．Rieh1とMalkus

（1958）はこの熱帯収束帯の北半分（南北10度幅の帯状

域）について，500hPa面で大気を二分し上層・下層そ

れぞれの領域でエネルギーの収支を評価した．北側境

界を通して下層での流入，上層での流出は主に平均子

午面循環によって行われる．下層では平均子午面循環

による流入量の～70％が潜熱，残り～30％が顕熱とポ

テンシャルエネルギー（温位に比例する量）であるが，

一方上層では下層で流入するより～10％多いエネル

ギーが顕熱とポテンシャルエネルギーとして流出す

る．このままでは1日に約2℃の冷却をひき起こす．

したがって，上層の冷却を補償するためには熱量の

counter－gradient輸送をもたらすメカニズムの導入

が必要になる．いわゆる“hottower”仮説の提唱であ

る．即ち，下層の空気を周囲と混合することなく持ち

上げ得る一種の「煙突」を大気中に想定し，それは熱

帯収束帯内の熱帯擾乱に伴われる大きな積乱雲の密集

域で実現するものと考えた．そしてhot　towerが熱帯

収束帯の0．1％を占めれば熱収支のつじつまが合う．

　一方，1950年代に入って，熱帯低気圧の発生論の立

場から条件付不安定大気の力学的安定性が論じられ，

安定から不安定へ遷移する境としての臨界安定性に着

目することによって得られる～100kmのスケールの

擾乱が熱帯低気圧と見たてられた．しかしこの考え方

の誤りはその後の熱帯低気圧についての数値実験の経

験を積むなかで明らかにされた．このように，熱帯低

気圧の発達や，大気大循環の維持の機構を理解するた

めにも積雲対流についての研究の重要性が強調される

ようになった．

　1960年代後半，私はStomme1らのエントレインメ

ントの概念にBjerknesの補償的下降気流の概念を組

合わせた対流雲モデルを考案し，鉛直熱輸送率最大の

ものが実現するという選択律を採用して卓越モードの

決定を試みた（1967）．そのモデルに基づく数値実験に

6 “天気”46．10．
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第3図（a）細胞状積雲対流のモデル，（b）異なる静力学的安定度（δ＝0．1，0．3，0．5，

　　　　1．0）に対して上向き熱輸送量（F）と上昇気流域の占める面積比（眺）と

　　　　の関係，（c）平均場に下層で水平収束（C）のある場合，対流の運動エネ
　　　　ルギーの時間変化．破線はC＝0，点線はCニ10－5s－1，実線はCニ10一4s－1，

　　　　鎖線はC＝10－3s－1（Asai　and　Kasahara，1967）．

よれば，熱帯の積雲対流の発達に有利な条件下では，

最も効率よく熱を上方に輸送するhot　towerの占める

面積比は1～10％となる．熱帯低気圧域内で圏界面に

達する積乱雲の占める面積比は案外小さく数％に過ぎ

ないこと，また熱帯擾乱の熱帯収束帯に占める割合が

10％ということを考えればRieh1，Malkus等のいう

hot　towerの占める面積比0．1％は興味のある評価で

ある．これは積雲対流群と大規模運動との相互作用を

研究する1つの方向を与えた（第3図（a），（b））．

　系外からのエネルギー補給がなければ，最初に与え

られた条件付不安定を完全に解消する以前に，積雲対

流はほぼ個々の対流雲のライフタイムで消滅するであ

ろう．この消滅は第一義的には下層における水蒸気の

不足に起因する．従って積雲対流活動が持続するには

水蒸気補給の過程が考慮されねばならない．そこで平

均場に緩慢ながら上昇気流がある場合，従って下層に

おける水平収束によって絶えず水蒸気の補給がある場

合，上記対流雲モデルを用いて異なる下層水平収束量

について数値実験を試みた．水平収束量が～10－5sd

（平均上昇流～1cms－1）以下の場合，個々の積雲のラ

イフタイム20～30分で対流活動は停止する．一方，水

平収束量が10－4s－1以上になると活発な対流活動が維

持されることが示された．水平収束量～10－4s－1は水平

規模～100kmのいわゆる中規模擾乱に伴われるので，
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活発な対流活動は大規模擾乱とではなく中規模擾乱と

直接結びつけられると考える根拠の1つとなった（第

3図（c））．

　条件付不安定な気層中にランダムな微少擾乱を与

え，その時間的発展を追跡しつつ，湿潤上昇気流域と

未飽和下降気流域とから成る対流細胞の発現に注目

し，最終的に到達した準定常状態で見出される発現頻

度の最も高い対流細胞を積雲対流の卓越モードと考え

て数値実験を行った．初期に見られた不規則小規模の

対流運動は大きなサイズの方へ移行する傾向を示し，

最終的にある大きさの対流が定常状態で選択される．

このようにして対流の卓越モードが決定され，その卓

越対流細胞の平均鉛直流に対する依存性が調べられた

（1977，1982）．さらにこれまでに提案されているいく

つかの卓越モード選択仮説を検討したところ，卓越対

流モードは最も効率よく熱を上方へ輸送するであろう

という考えに基づいた「最大鉛直熱輸送仮説」は必ず

しも支持されず，位置エネルギーを最も効率よく減ず

る，したがって，準定常状態での卓越対流モードは位

置エネルギーが最低のレベル，即ち平均気温減率最小

の状態で実現するものとなる（1982）．

　積雲対流の卓越モードはどのような物理法則に従っ

ているのだろうか？　大雑把にいって，あまり大きい

対流雲もなければあまり小さいものも少ないという意

味で特徴的なスケールはあるが，それは一般場の状態

とどのように結びついているだろうか？　理論的な側

面と同時に，大気中での観測結果には大いに興味があ

る．

　2．31AMAP（現IAMAS）への貢献
　1960年代，我国の研究者が海外で催される国際研究

集会に参加することは未だ容易ではなかった．幸運に

も国際組織や海外の研究機関の援助をいただいて

IUGG第13回総会以降にもひきっづいてIUGGとそ

の下部組織であるIAMAPの総会をはじめ種々の国

際会議等に出席することができた．

　1977年IAMAP第2回科学総会（シアトル）のハイ

ライトの1つとして後述のAMTEXの成果について

のsessionがもたれた．ここではそれを一応おくこと

にして，IAMAPの組織の見直しの一環として国際気

象力学委員会（ICDM）は4つの主要な活動分野を指定

し，それぞれad－hocWorkingGroupを設置した．即

ち，（A）Boundary　Layer　Dynamics　and　Air－Sea

Interaction，（B）CloudDynamics，（C）Meso－scale

Dynamics，（D）MediumandLarge－scaleDynamics

である．1979年IUGG第17回総会で私は（B）Cloud

Dynamics作業グループの幹事に指名された．早速

WG構成メンバー（E．Agee（米），V．Andreev（ブル

ガリア），K．Fradrich（西独），J．P．Chao（中），B．

Morton（豪），M．W．Moncrieff（英），R．S．Pastushkov

（ソ連），Bh．V．Ramanamurty（印），W．T．Roach

（英），J．Simpson（米），J．T．Steiner（ニュージーラ

ンド），M．Yanai（米））を選任し，1981年IAMAP第

3回科学総会（ハンブルグ）で気象力学関連の1つの

シンポジウムを開催すべく企画・立案することになっ

た．メンバーの意見を参考にしながら最終的には

Ageeの協力を得て，観測と理論・モデルを含むSha1－

10w　Convective　SystemとDeep　Convective　System

の2つのsessionから成るCloudDynamicsに関する

シンポジウムを開催することができた．その成果を

Ageeと協同で編集し，D．Reide1社から“Cloud
Dynamics（1982）”として刊行した．それ以前にAnder－

son（1960）やPmppacher（1975）により編集された

同名の書はあったが，それらは共に主として個々の積

雲を対象としていた．

　私はこれまでの対流に関する研究の成果とその過程

で習得した知識を整理し体系化した「大気対流の科学

（1983）」を，その数年前から新田尚さんと企画・編集

にあた っていた東京堂出版の「気象学のプロムナード」

シリーズの一巻として刊行した．大気対流の研究に際

して多方面の文献の収集・渉猟に苦労したので，後進

の研究者の踏み台として多少でもお役に立てればと

思ったからである．その後“Cloud　Dynamics（L．T．

Matveev，1984，D．Reide1）”，“Storm　and　Cloud

Dynamics（W．R．Cotton　and　R．A．Anthes，1989，』

Academic　Press）”，“CloudDynamics（R．A．Houze，

1993，Academic　Press）”，“Atmospheric　Convection

（K．A．Emanua1，1994，0xford　Univ．Press）”など類

書が次々と刊行されるようになった．

　1979年以来，1991年までICDM委員，Cloud
DynamicsWG幹事，ICCL（国際気候学委員会）委員

として，1989年からは日本代表としてIAMAPの組織

的活動に貢献することとなり，1993年IAMAP第6回

科学総会が国際水文科学協会（IAHS）第4回科学総会

と合同して横浜で開催された．

　今日まで，私はとりわけ若い研究者に海外での研究

集会出席を奨め，また，しばしば国際研究集会を我国

へ招致し，その世話をしてきたのも，その重要性・有

効性を体験したからである．しかし，時代は大きく変

8 黙天気”46．10．
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わり，今や国際研究集会は日常茶飯事のようになりつ

つある．喜ばしいことである．

　2．4　Advanced　Study　Program

　NCARに滞在中の1966年夏，熱対流（thermalcon－

vection）のコロキュームがAdvanced　Study　Pro－

gram（主任P．D．Thompson）として実施された．室

内実験から，衛星観測，対流不安定の線型・非線型理

論，熱気泡・プリュームに至る広範な領域をカバーす

るコロキュームである．全国の大学・研究機関から選

ばれた15名の大学院博士課程修了者（いわゆるポスド

ク）と18名の国内外講師団から成り，原則として学生

1人と講師1人が1組となり，学生の役割はその講師

の講義ノートを作るとともに，各人の選んだ問題につ

いての研究成果を発表しそのレポートを提出すること

である．P．J．Webster，M．A．Shapiroなども当時の

学生であった．以前から毎年開かれていたWoods

Hole海洋研究所のGeophysical　Fluid　Dynamicsの

セミナーがこの手本であったようにうかがっている．

NCARでは1966年の夏がその第1回目で，私も講師団

の末席に加えていただいた．とりわけ夏のNCARは

千客万来，居ながらにして一夏で世界中の主な気象学

者にお目にかかれる．コロキュームもオープンで飛び

入り客も多く，「対流」だけの問題で40～50名もの研究

者が一堂に会して2か月近くもその研究に専念し，話

し合える機会のもてる環境を羨ましく思った．その方

式を借用して私は京都大学在職中（1968－73），1970年

10月京都で開催された日本気象学会秋季大会にひきつ

づき，最終日の夜から翌日の午前中の慌ただしい短期

間ではあったが，対流に関する研究会を開いた．参加

者は当初の予想を遙かに越えた80名が話題提供や討論

に参加した．その概要は「対流に関する研究の展望一京

都シンポジウムの報告一」（天気，第18巻1号，1971）

に，内容をさらに補足して「対流に関する研究の現状

と問題点」（気象研究ノート，第109号，1971）にまと

められた．当時の日本気象学会の大気対流に関する研

究の水準や意気込みがわかる．

大気の不安定

上層気圧谷

　寒冷渦

　3．海洋上の気団変質と中規模擾乱

　北陸豪雪特別研究（1963－67）の成果に基づき，冬季

日本海豪雪に関わる諸要因を整理すると次の3つの過

程に大別することができる（第4図）．

　（1）多量の水分の大気への供給と蓄積

　冬季日本海側での降雪現象は，基本的には寒冷な季

節風が温暖な海上を吹き渡る際に大気は海から多量の

中規摸擾乱

局所集中

水蒸気・熱

の供給

地形

第4図 冬季日本海側豪雪に関わる諸要因（浅井，
1988）．

熱と水蒸気の供給を受け，風下側の陸上に降水をもた

らすことである．豪雪の源泉である水蒸気の大気への

供給と蓄積の過程はとりもなおさず気団変質過程であ

る．供給された大量の水蒸気はその近傍で降水として

失われることなく，また上層あるいは遠方へ運び出さ

れることなく，海上高さ2～3km以下の気層に蓄積

される．これは亜熱帯高気圧域から赤道へ向かう貿易

風が熱帯海洋上において貿易風逆転層下に水蒸気を蓄

積する過程に類似している．

　（2）蓄積された水蒸気の降雪としての解放

　大気中に蓄積された水蒸気の降水への効果的な転換

は，大気の力学的・熱力学的不安定の形成と維持・解

消に関わる問題である．中・高緯度帯において上層の

偏西風波動が増幅し，ときにはその気圧の谷が極度に

発達して切離低気圧（cut－offlow）が形成される．そ

れは寒冷な低気圧性渦であり寒冷渦ともいわれ，日本

海からさらに本州上へ南下することがある．日本海上

では多量の熱と水分の供給を受けて対流活動は活発で

あるが，上空に冷たい寒気の流入があるとき，厚い対

流層が形成されその頂上部では寒気が強化される．そ

のような状況下では，高度5km付近で気温が一40。C

以下に達することも稀ではなく，この寒冷な上層と（1）

で述べた気団変質による温暖多湿な下層とで厚い対流

不安定層が形成される．

　（3）降雪の局所集中

　日本海沿岸における豪雪は広範囲に一様に降るので

はなく，ある狭い地域に集中して起こる．降雪の局地

集中化には地形と中規模擾乱が関与する．地形の働き

は，地形が気流に影響を及ぼすことにより直接的に降

雪の集中化をもたらす場合と，中規模擾乱が発生しや

すい場を提供するという間接的な役割の2つの側面が

ある．

　ここでは（1）と（3）に関するいくつかの研究にふ
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れることにする．

　3．1気団変質と対流混合層に関する研究

研究生活半世紀こぼれ話

　1960年代に入って打ち上げられた最初の気象衛星

TIROSの冬の日本海上の雲画像のコピーを手にした

とき，解像度の低いぼんやりと白っぽく写った雲の分

布を見て，これは対流論よりは寧ろ簡単な拡散論で十

分よく表現し得ると思ったほどである．しかしながら

その後の衛星観測技術は目覚ましい発展を遂げ，広域

の雲の分布を詳細に観察することが可能となった．今

や衛星観測は世界気象観測システムの不可欠な構成要

素となっている．

　このような背景のもとで，天気予報の精度向上・予

報期間の延長・大気大循環の理解の増進に向けて地球

大気開発計画（Global　Atmospheric　Research　Pro．

gramme，略称GARP）が1960年代に立案され，WMO

の世界気象監視計画（WWW）と表裏一体となって

1970年代に世界各地域で種々の課題を掲げた副計画が

実施された．その副計画の1つとして我国が主導した

気団変質実験計画（AirMassTransformationExper－

iment，略称AMTEX）に基づいて1974年と75年のそ

れぞれ2月の2週間，南西諸島海域で米・加・豪など

の協力を得て特別観測が実施された（GARPPub．Ser．

No．13，1973およびNo．24，1981）．AMTEXにおけ

る研究課題の1つは気団変質過程のモデリングであ

る．大陸上の寒冷な安定成層気団が暖かい海洋上を吹

走する間に海から熱と水蒸気の補給を受けて変質する

過程を対流を明示的に扱った数値モデルを用いて詳し

く調べた（1978，1985）．これは日本海上での気団変質

を湿潤大気に拡散論（K－theory）を適用して数値実験

を行った気象研究所在職中の研究（1965）の発展であ

り，将来，これに基づいて鉛直シアーのある風系中の

積雲対流のパラメタリゼーションを考案することを

狙ったものである．

　これまでの気団変質過程のモデルは，主として与え

られた風の場での大気境界層の熱的鉛直構造と熱力学

的過程に注目していた．しかし，小規模な乱渦や積雲

対流は，加熱による気圧場の変化や運動量の混合を通

じて，それらが含まれている大規模な風の場も変化さ

せる．したがって，小規模対流と大規模場の相互作用

という観点から気団変質過程のモデル化が試みられ

た．モデルに含まれているおもな物理過程は，①海か

らの熱と水蒸気の供給，②小規模な対流による熱・水

蒸気・運動量の鉛直輸送，③水蒸気の凝結による潜熱

の放出，④大規模な風による水平移流，⑤大規模な風

の水平発散に伴う鉛直流，などである．第5図（a）に

示されるように，X軸を大規模な風に平行にとり，Y

軸はそれと直角に，Z軸は鉛直上方にとる．気団変質

状況を見るX－Z面ではγ方向に一定時間にわたっ

て平均した量のみを扱い，一方，小規模な対流はいく

つかの｝なZ面であらわに扱っている．第5図（b）と

（c）にそれぞれ大規模な風に沿うX－Z面における気

団変質状況と海上300km風下での準定常状態におけ

る温位・比湿・水平および鉛直速度成分の平均鉛直分

布を示している．下層から順に①超断熱減率の最下

層，②温位・比湿・水平速度が高さによらず一様な雲

底下層，③雲が存在し，高さに伴う温位と水平速度の

増加率と比湿の減少率が小さい，熱収支においては水

蒸気の凝結による加熱が支配的である雲層の下半部，

④高さに伴う温位の増大と比湿の減少が急激であり，

雲水の蒸発による冷却が対流に伴う顕熱輸送の収束に

よる加熱を上回る雲層の上半部，⑤下方から浸食され

た最上層の安定層，という多層構造が形成されている．

　対流による加熱作用のために風下に向かって気圧が

降下していくことと運動量の鉛直混合のために，下層

での水平速度成分は風下へいくにしたがって増加す

る．その水平発散に伴って雲底下層および雲層では平

均的な下降気流が見られる．

　海面温度を上昇させても，平均下降気流が強まり，

対流層の厚さがあまり大きく変化しない．暖かい海か

ら大気に供給された熱は対流活動を活発にするが，そ

の対流運動は熱と運動量の輸送を通して大規模な風と

相互作用を行い，その結果，大規模運動の影響を受け

た対流と対流効果を含めた大規模流のバランスが実現

することになる．数値モデルは変質気層の構造をよく

再現すると共に，鉛直シアーのある風系中では大規模

場と対流との相互作用が負のフィードバックとして働

き得ることを示した．これらの結果は亜熱帯高圧帯か

ら熱帯収束帯にいたる貿易風と貿易風積雲の関係に類

似しており興味深い．

　この研究は，雲頂でのエントレインメントと放射過

程の導入により，海洋上の大気混合層上部の層状雲の

形成・維持機構の解明にまで発展し，層状雲と対流雲

との遷移，それに伴う雲量変化等が調べられた．その

結果，海からの熱補給と放射冷却がバランスするよう

な定常性を仮定した場合，海面温度が高いほど雲量が

小さくなることが示された．

　その後，GARP副計画の他の1つであるモンスーン

実験計画（MonsoonExperiment，略称MONEX）と，

10 “天気”46．10．
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第5図（a）
　　　（b）

　　　（c）

（b）

対流活動を考慮した気団変質の数値モデルの概念図，

湿潤対流混合層の変化．陰影部は雲層，実線は温位（K），破線は比湿（gkg－1），

温位，比湿，風の水平成分，鉛直成分等の鉛直分布．細実線は初期の分布，太
実線は300km風下での定常状態での分布（Asai　and　Nakamura，1978，1985）．

第1回GARP全球実験（FirstGARPGlobalExperi－

ment，略称FGGE）の一環として参加した研究船白鳳

丸MONEX研究航海（1979年5月1日～6月9日）に
よる熱帯海域での観測，我国の気候変動国際共同研究

計画（WCRP）の研究課題「雲の分布とその気候への

影響（WENPEX）」と「海洋混合層実験（OMLET）」

のための研究航海（1988年4月15日～5月11日及び

1991年1月11日～2月5日）による本州南方海域での

観測，「熱帯海洋と大気大循環丁OGA－COARE」研究

航海（1992年10月28日～12月7日）による赤道海域で

の観測等によって得られた異なる海域，異なる季節に

ついて海上での大気混合層の構造の詳細な解析とモデ

ルとの対比がなされた．

　また，このような大気境界層の雲は，暖候期，東北

地方太平洋岸のヤマセのときにも観測される．上記気

団変質過程のモデルをヤマセの場合に適用し，雲層頂

部での放射冷却が大気境界層雲の発達・維持に大きく

寄与することを明らかにした．すなわち，寒候期日本

海上で形成する大気混合層では下面からの加熱による

対流が，一方，暖候期北日本沖太平洋上で形成する大

気混合層は下層雲頂での放射冷却がそれぞれ主役を果

している．

　AMTEXにおけるもう1つの課題は，中規模細胞状

対流（Meso－scale　Cellular　Convection，略称MCC，

1999年10月 11
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Meso－scaleConvectiveComplexをMCCと称する
場合もあることに要注意）とその循環型式一開細胞型

（open　cell　type）と閉細胞型（closed　cell　type）一の

発現機構に関する研究である．NCARから持ち込んだ

航空機による観測資料も用いて，南西諸島海域上の

MCCを大規模運動の場と関係づけようとしたが，明

確な結論を得るに至らなかった．MCCのもう1つの

問題，水平サイズについては条件付不安定気層中の湿

潤対流にその根拠を求めた（1968）が，その他の説も

あり未完結である．

　3．2　海洋上の中規模渦状擾乱

　冬季，シベリア上で形成された寒気団が北西季節風

として海上を吹走する間に大量の熱と水蒸気が補給さ

れ，海上で対流雲が発生・発達し，我国の日本海側に

多量の降雪をもたらし，とりわけ北陸地方は世界的に

も有数の豪雪地帯となっている．山雪型豪雪は（3．1）

に述べた気団変質の研究課題に一部含まれる．一方，

里雪型豪雪研究の一環として行われた，寒気吹き出し

後に日本海上で発現する中規模渦状擾乱に関する解析

的研究は，京都大学在職時代に始めた若狭湾沖の渦状

擾乱のレーダー解析（1981）の延長線上のものである．

その当時，沿岸域の局地的現象と考えていたが，気象

衛星観測等の資料が豊富になり，また，高解像度の数

値モデルが利用できるようになり，これら渦状擾乱を

より一般的に，日本海上の寒帯気団内で発現する中規

模低気圧の一種と見なし得ることが示された．

　日本海西部海上と北海道西方海上では，寒帯気団内

にしばしば気流の収束帯とそれに伴う帯状雲が見られ

る．これらの収束帯はグローバルな熱帯収束帯（ITCZ）

と対比すると極めてローカルな現象ではあるが，日本

海上で寒帯気団内に見られる収束帯という意味でそれ

を日本海寒帯気団収束帯（JPCZ）と呼ぶことにした．

　1990年1月23日，日本海西部に発現した中規模低気

圧について，数値実験に基づきその発生要因を調べた

結果，朝鮮半島北部山岳の影響により形成される収束

帯即ちJPCZが必要条件であり，海洋からの熱の供給

と水蒸気潜熱の解放が発達のエネルギー源となってい

ることがわかった（1993）．熱帯低気庄はITCZで発生

するが，日本海上の中規模渦状擾乱はJPCZで発生す

る．それら擾乱の一部の発達した低気圧は寒帯低気圧

と呼ぶにふさわしい．

　4．局地風と大気汚染

　4．1広域海陸風

　工場周辺ではじまった大気汚染はやがて都市域に広

がり，いまや一国内にとどまらず地球規模の問題とも

なっている．同時に，大気汚染の問題は時間的にも1

日以内の短いものから年々の変動，さらには気候変動

の時間規模にまで及んでいる．

　都市大気はその地面付近に汚染物質を排出する発生

源を多くかかえたいわば汚染物質生成域である．多く

の都市は海岸地帯に集中し，世界人口の50％が沿岸地

域で生活を営んでいる．したがって都市の大気環境を

把握するためには局地風のなかでもとりわけ海陸風

と，それが大気汚染物質を輸送し再配分するのに果し

ている役割を理解することが不可欠となる．

　1974～76年，気象庁と環境庁は共同で「南関東大気

環境調査」を実施し，これまでにない広域の稠密な気

象観測資料が得られた．その観測資料を用いて関東地

方の局地風の構造とその日変化の特徴を解析し，沿岸

部に発達する狭域的な海陸風と関東地方全域に拡がる

広域的な海陸風の2つの風系が重なりあっていること

（第6図）と，更に都市部ではヒートアイランド効果の

加わることを明らかにした（1979，1980）．広域海陸風

という概念は今日関東地方では定着している．

　これまでの海陸風の観測は主に陸上に限られてい

る．海上を含む海陸風の全体像を把握するため，研究

船淡青丸と航空機により観測域を相模湾海上へ拡大

し，相模湾とそれに隣接する相模平野に観測網を展開

し，海陸風と大気汚染物質濃度の総合的な特別観測を

実施した．1975～77年文部省科学研究費特定研究「海

洋環境保全の基礎研究」，1980～86年特別研究「環境科

学」等の補助を得，多くの大学，国公立研究機関の研

究グループとの協力によって大規模な観測が可能に

なった．また，併行して，海陸風とそれに及ぽす内陸

部の山岳斜面の影響を数値実験により調べた（1978）．

このようにして，陸上のみならず海上も含めた相模湾

沿岸域における海陸風系（第7図）および大気汚染物

質の立体分布と日変化の実態がはじめて体系的・総合

的に明らかにされた（1983，1986）．

　4．2　高濃度大気汚染

　相模湾沿岸域を中心に関東平野を含む「広域大気汚

染の動態」に関する研究成果をふまえて，上田・長野

盆地において夏季の夜問に高濃度オキシダントが発現

する実態と機構を解明すべく，「内陸域における大気汚

染の動態」という研究課題のもとで特別観測を実施し，

12 “天気”46．10．
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関東地方における風系の特徴

通常の海陸風系 関東地方全域を覆う風系（広域海陸風系）

風系が及ぶ地域 沿岸地域（20～40km） 関東平野全域（100～200km）

風系の高さ 約1km 約3km
位相が反転する高さ 約0．5km 約1．5km

地上付近の風速 約1m　s－1 約3ms一1

同　　　　風向 海岸線の向きによる ほぼ南北方向

同　　　　位相 正午頃に海風最強 夕方に南風最強（西部でやや早い）

成因 海岸線をはさむ海陸 地表面の加熱・冷却に起因する熱的低気

の表面温度差 圧（高気圧），海陸風と山谷風の結合など

グ／

ン　　　武

〆瞳・

飾α、cii

駅

ぐ）擬

第6図 関東地方における2種類の海陸風系の特徴と海風の模式図（藤
部・浅井，1979）．
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（a）　　　　　　　（b）　　　　　　　（c）

相模湾沿岸域における風の南北成分（海陸風）の日変化の時間一高度断

面図，（a）陸上（町田と相模原），（b）海岸（茅ヶ崎），（c）海上（研

究船淡青丸）．等値線は風速（ms｝1）で，実線は南風破線は北風を表

す．1980年8月12～14日及び1981年8月9～11日の特別観測資料に基
づく　（Fujibe　and’Asai，1984）．
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高濃度大気汚染

沿岸型 内陸型

海陸風

閉鎖性循環
蓄積・変質

長距離輸送

結合局地風
拡大 山谷風

第8図沿岸域に多くの汚染源をもつ我国の高濃
　　　度光化学大気汚染の発現機構の模式図
　　　（浅井，1987b）．

都心から軽井沢を経由し，内陸盆地へも汚染をもたら

し得ることが示された．上記一連の研究が集大成され

て，関東地方，中部地方内陸盆地を含む広域における

局地風と大気汚染についての実態と発現機構について

の理解が著しく増進した．

　硫黄酸化物，窒素酸化物などの一次汚染物質の発生

源は工業地域，都市域に集中しているので，都市域内

の狭領域の大気汚染にとっては汚染物質の生成・消滅

と乱渦拡散が重要であるが，光化学オキシダントなど

の2次汚染物質は化学反応と輸送によって決定される

べきものである．また，1次汚染物質でもその大気中

の滞留時間の長いものは移流により広域大気汚染に寄

与する．

　我国は地形・気候学的に海岸付近の平野部と山岳・

挾谷・盆地などから成る内陸部に大別できる．それに

対応して，大気汚染にも沿岸型と内陸型の特徴が見ら

れる．更に，①局地風の日変化が汚染物質排出の日変

化と結合して輸送効率を高める，②海風と陸風山風

と谷風の非対称による一方的な（残差）輸送が生ずる，

③局地風の閉鎖的循環は汚染物質の蓄積と2次汚染

物質の高濃度化に寄与する，④局地風の併合・拡大あ

るいは中継により汚染物質の長距離輸送が行われ得

る，などの局地風のもつ特性が広域的高濃度大気汚染

に寄与している（第8図）．大気汚染を従来考えられて

いたスケールよりも時間的空間的に拡大し，発生源の

集中する沿岸域から内陸域にいたる日本列島規模の広

域大気汚染として把握することの必要性が示された．

　5．梅雨期の集中豪雨

　気象事業は定常気象観測と天気予報を主要な業務と

して発達し，気象学は気象事業と不可分離の関係で一

体として発展してきた．その結果，社会的要請，実用

性が性急に要求されるあまり，予測が先行し，気象学

即天気予報という形で発展してきた面がある．局地的

な激しい風雨は我々に身近かなしかも大きな影響を直

接与える大気現象であるから，気象業務上からも重要

な現象の1つであった．そのことは早くも昭和初期

（1930年頃）に雷雨予・警報が気象庁（当時中央気象台）

の業務として開始されていることからも容易にうかが

い知ることができる．それにもかかわらず，対流雲が

科学的な研究対象としてクローズアップされだしたの

は第二次世界大戦以降である．対流雲の空間的・時間

的スケールは小さく，それまでの気象業務としての

ルーチン観測によって検出し難いものであり，また，

中緯度帯の天気のすう勢を支配する高・低気圧などの

大規模擾乱の研究にとっていわばノイズとして見過さ

れがちであった．

　梅雨末期には我国，とりわけ西日本においてしばし

ば集中豪雨が発生する．1982年7月23日の長崎豪雨の

実態について，観測資料に基づく解析的研究を行った

（1985）．梅雨前線帯に沿う雲帯は中間規模（1000km）

低気圧に伴う雲システムの列であり，それらは低気圧

の発達・消滅に伴って変動している．それらの雲シス

テムは中規模（～100km）雲クラスターや小規模（～10

km）雲塊から構成されている．すなわち，梅雨前線は

多重スケール構造をもっている．

　最近十数年間に我国の状況も好転し，大学や国立研

究機関のいくつかのドップラーレーダーが利用可能と

なった．そこで上記研究を更に発展させるべく，文部

省科学研究費重点領域研究「自然災害の予測と防災力」

の補助を得て，1987年7月の1週間と1988年7月の2

週問，それぞれ九州北西部を中心に特別気象観測を

行った．大学，観測船を含む気象庁，その他関係省庁

の協力も得，オールジャパン体制で観測網を展開する

ことができた．しかしながら初年度は空振り，2年度

の終盤にようやく豪雨を観測できた．複数のドップ

ラーレーダーを用いたレインバンドの解析が可能と

なった．

　集中豪雨の発現場所・時刻・強度などを正確に予測

することは現在の科学・技術水準では困難である．し

かしながら，集中豪雨は，より水平規模の大きい寿命

の長い台風，低気圧，前線などに伴われる場合が多い．

14 “天気”46．10．
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本研究ではそこに着目して，梅雨前線に伴う豪雨を対

象として，観測資料解析と数値モデル実験により，梅

雨前線帯に形成する中間規模低気圧の構造と発達機構

及び低気圧域における中規模降雨セル群の分布と消

長・移動の解明を目標とした．この研究は現在にひき

っがれている．

　6．気候変動研究の推進

　1980年，GARPのための国際学術連合会議（ICSU）

と世界気象機関（WMO）の合同組織委員会（」OC）が

発展的に解消し，「世界気候研究計画（WorldClimate

ResearchProgramme，略称WCRP）のための合同科

学委員会（JSC）」へと姿をかえた．私は，1982年4月

から1986年3月までJSC委員として国際的なWCRP

研究計画立案に参加した．また，それより前に，ICSU

の海洋研究科学委員会（SCOR）とUNESCOの政府間

海洋学委員会（IOC）の合同組織である「気候変化と海

洋に関する委員会（CCCO）」にも発足当初の1979年か

ら1984年まで委員として参加し，WCRPの海洋にかか

わる研究計画立案・推進に協力した．そこでは世界の

最先端の研究者たちの生々しい研究成果や組織的な研

究活動にっぶさに触れる機会に恵まれ，私自身，広範

多岐にわたる研究分野について大いに勉強することが

できた．私なりに気候とその変動の物理像をまとめ「気

候変動（1988）」を東京堂出版の「第II期気象学のプロ

ムナード」のシリーズの一巻に加え刊行した．

　気候変動の研究への関わりは1974年8月ストックホ

ルム郊外で開催された“Physical　Basis　of　Climate

and　Climate　Modelling”に関する国際研究会議に招

待されたことに始まる．今後の気候研究の計画立案の

ために多種多様な課題についてレビューし研究の方向

を打ち出すことであった．そこで初めてcloud
regime，cloudclusterなどの概念が導入された．その

内容は気象研究ノート第132号（1977）に紹介されてい

る．私の担当は雲と気候との物理的関わり，即ち①力

学と水循環過程，②放射過程と力学・水循環過程，及

び③降水と陸域水循環過程等である．これへの関与は

1972年レニングラードで開かれた国際研究会議“Par－

ameterization　ofSub－Grid　Scale　Processes”への参

加にさかのぼる．GARPにおいては大気中の気象要素

の相互作用による変化，いわば気象システムの自己調

節とでもいうべき変化過程を数値モデルを用いて追求

することであるが，その際生ずる難点の1つはsub－

grid　scaleの現象の取扱いであった．そこでの研究対

象の1つは対流雲の①熱・水蒸気・運動量の鉛直輸送，

②水蒸気の凝結に伴う潜熱の解放と降水，③太陽放射

の反射と赤外放射の吸収・射出などの機能・機構など

をどのように大気大循環モデルに取り入れるかが主要

な課題であった．WCRPにおいてはさらに層状雲を含

む雲の放射影響の重要性は増大する．

　私の研究室では，早くから気象衛星資料の重要性に

注目し，当時，画像解析研究グループを指導していた

高木幹雄教授（東大生産技術研究所）等の協力も得て，

NOAA，GMS（ひまわり）などの気象衛星資料を集積

した．雲の気候学研究の手始めにGMS資料を用いて

東アジア・西太平洋における雲分布の特徴を詳しく調

べた（1988）．停滞性と移動性の両タイプのあることを

示した中国大陸上の雲の日変化の解析（1998）も雲気

候学の準備研究である．

　気象観測に比して海洋観測，とりわけoperational

な世界的海洋観測の貧弱なことが気候研究にとって致

命的である．その状態を飛躍的に改善するために，地

球環境問題を挺子にしてその突破口を開こうとする動。

きが1980年頃から海洋界で盛り上がりつつあった．私

はSCORの役員として，また，10C日本政府代表とし

て，1990年代初めに世界海洋観測システム（Globa1

0cean　Observing　System，略称GOOS）の構築を目

指す国際的な調査・研究体制の確立に貢献し，同時に

それに対応する国内での研究組織を構築することがで

きた．今日，その活動は大いに発展しつつあることは

喜ばしい限りである．

　1980年代に入ると，研究室で落ち着いて仕事する時

間がますます少なくなり，グラウンドを駆け廻る第1

線プレヤーとしてより，ベンチで周辺事態を観察しな

がら作戦・後方支援に力を注ぐようになった．気候変

動の，とりわけ雲及び海洋に関わる研究課題では研究

室内にとどまらず，国内・外の関係研究機関や研究グ

ループとの協同研究の立案・調整・組織化に多くの時

間を費すことになった．

　7．あとがき

　「将を射んと欲すれば先づ馬を射よ」という諺があ

る．これまで馬の2～3頭には多少の傷を負わせたよ

うな気がするが，遂に肝心の将を射落とすことができ

なかったのは残念である．しかしながら，将を射るこ

とのできなかった苦渋と同時に，わざわざ廻り道をし，

道草をしながらときには思いがけない問題に出くわ

し，それをまな板にのせて楽しむ研究の醍醐味を味わ

1999年10月 15
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うことができた．このたび「大気熱対流に関する基礎

からメソ気象現象に互る広範な研究，地球環境問題お

よび気候変動に関する啓発的研究」に対して日本気象

学会藤原賞をいただいた．受賞の機会に，これまでの

私の研究活動を陰に陽に御支援いただいた多くの

方々，いちいちお名前をあげなかったが，御壼力をい

ただいている多数の協同研究者の方々に感謝したい．

　私は藤原咲平先生に直接お目にかかったことはな
い
．
私 より若い世代の人は殆どすべてそうであろう．

私が学生の頃，大学付近の食堂で夕食を終えた後，月

に1～2回，散歩を兼ねて百万遍から今出川通り，河

原町通りの古本屋をのぞいてまわることを習慣として

いた．或る時，かなり表紙の傷んだ気象に関する本が

目についた．それは「雲をつかむ話」，藤原先生の著書

の1つである．その題名は，当時私の気象学に抱いて

いた気持ちが素直に表現されており，躊躇することな

く中身を確かめないで買い求めた．私がかすかに知り

得る藤原先生像はそのような著書・論文のいくつかと

諸先輩，とりわけ長年親しくおつきあいいただいた御

子息の藤原滋水さんからの閃聞を通してである．その

後，40年余，今日に至るまでその「話」は完結してい

ない．
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